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つつななぐぐ  

令和３年１２月１８日（土）に芸術文化ホールで、北広島市コミュニティ・スクール推進フォーラ

ムを開催しました。 

学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）について、広く市民の理解を深めるとともに、各

地区におけるその効果的な運営と地域学校協働活動との一体的な推進に資するため、先進校の取組

や成果の交流を行いました。 

基調講演では、文部科学省 CS マイスターのお一人で、神奈川県横浜市の NPO 法人まちと学校

のみらい代表理事の竹原和泉氏に学校運営協議会と地域学校協働活動をつなげる地域住民視点か

ら、コミュニティ・スクールの可能性についての講演をいただきました。 

本市では、これまで、平成２５年度から西部中学校区で、令和 2 年度からは、大曲中学校区と緑

陽中学校区でコミュニティ・スクールをスタートしています。今後、令和 5 年度を目途に全ての中

学校区でコミュニティ・スクールをスタートすることとしています。 

（小中一貫・教育施策推進課） 

基調講演 西部中学校区 

大曲中学校区 緑陽中学校区 
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一昨年度の新型コロナウイルス感染症の拡大を機に、国は、児童生徒に 1 人 1 台のパソ

コン端末の整備を柱とする「ＧＩＧＡスクール構想」を加速化させました。 

本市も、児童生徒に 1 人 1 台のパソコン端末を整備するため、昨年４月に約 3,000 台、

今年３月に約 1,400 台を導入するなど、学校 ICT 環境の整備を加速しました。 

令和３年度・ＧＩＧＡスクール元年の各学校の取り組みを紹介します。（教育総務課） 

西部中学校の取組 

３年 尾田 昂士朗さん 

道徳・英語・体育などで端末を

使用しています。 

良いところは、友達の意見をす

ぐに確認し、自分の考えと比べる

ことで、考えを深めたり、広める

ことができることや普段意見を

出せない人でも簡単に出せるこ

となどが挙げられます。一方で、

授業でも端末をつい触りたくな

ってしまい、注意が必要です。 

今まで端末を触る機会が少な

かったので、早くこの環境に慣れ

ていくことが大切だと思います。

■スライド発表（大曲東小） 

調べ学習として、ウポポイで学んだ

アイヌ民族のことをスライドにまと

め、発表しました。 

■双葉小との合同体育（広葉中） 

パソコンのカメラ機能で倒立の動き

を動画で撮影し、自分の動きを確認

しながら改善につなげました。 

■オンライン交流(大曲小） 

オンラインを活用し、姉妹都市・東

広島市の小学校と、自分の学校やま

ちの紹介など交流を深めました。 

■デジタルホワイトボードを活用した授業（緑陽中）

関東地方の特性をそれぞれ考察し、

デジタルホワイトボードのふせん機

能で共有し、考察を深めました。 

大きな可能性を秘めたツール 
ＧＩＧＡスクール構想によって実現した（する）１人 1 台のタブレット

やクラウドを実際に使ってみて、日々の学習や活動の充実はもとより、学

習の個別化や業務の効率化、地域を越えた交流などを一挙に進める可能性

を秘めていることを実感しています。 

しかし、こうしたツールの活用は、あくまでも手段で、使うことを目的

にしてはいけないと思っています。学校全体で、めざす子どもの姿やつく

りたい授業をイメージすることが大切だと思っています。

北広島市小中学校校長会 会長 

東部中学校 北村 安雄 校長

■オンライン生徒総会の様子

 



双葉小学校の取組 

５年 髙橋 愛奈さん 

クロームブックはいろいろな

教科で使っています。 

理科では、インターネットで過

去の台風の動きを調べ、台風の特

徴についてジャムボードを使っ

てまとめました。 

中でも一番心に残っているの

は、宿泊学習で学んだことを来年

行く４年生にスライドを作って

プレゼンテーションしたことで

す。写真や動画、アニメーション

などを使うことで、わかりやすく

楽しく伝えることができました。

■アサガオの観察（西部小） 

成長の様子を写真で記録しました。

データで保存することで、成長の様

子を振り返ることができました。

■オンライン交流（東部小・北の台小）

小・小連携の取組の一環として、市の

自然について、それぞれ調べたこと

を、オンラインで発表しました。 

■ローマ字入力（緑ヶ丘小） 

今後の活用を見据え、小学３年生で

学ぶローマ字入力にチャレンジしま

した。 

■デジタル投票（西の里小） 

アンケート機能を活用し、児童会役

員選挙をデジタル投票で行いまし

た。集計も一瞬で終わりました。

教育部理事 後藤 章夫 

子どもたちの可能性を広げる活用を！  
各学校では、パソコン端末等の ICT 機器を効果的に活用し、学びの変容にチ

ャレンジしました。また、ICT 活用推進委員を中心としながら、各校の実践につ

いての情報共有が図られ、市全体として組織的な取組が進んでいます。 

今後も１人１台端末の効果的な活用により、全ての子どもたちの可能性を引

き出す、個別最適な学びにつながることを期待しています。そして、子どもたち

がさらに学ぶ楽しさや意義を実感し、毎日笑顔で生活することが目標です。

ＧＩＧＡスクール元年 

■スライド作成の様子



緑陽中学校子ども会議 ～続編～ 
2021 年 12 月中旬、緑陽中では 10 月に交代した生徒会役員 8 名と共に「子ども会議」が開催されました。  

前号（つなぐ 12 月号）でお伝えした「指定ジャージ」の変更については、生徒たちの意見

と、保護者、職員の意見を踏まえて検討した結果、写真（左）のようなジャージに決定！ 

左胸のロゴは生徒会役員の希望が 100％受け入れられました。意見表明した子

どもたちにとって、このような決定プロセスを経験できたことは、大切な社会

参加の一歩となったことでしょう。 

今回の子ども会議では 2 年生が司会も担当。目

安箱に入っていた生徒たちの要望（暗幕、トイレ、

床タイルの修理等）を教頭先生に伝えました。教頭

先生は予算の流れを丁寧に説明され、たとえ、すぐに実現しなくても

声をあげ続けていくことの大切さを、生徒たちも理解したのではない

かと思います。参加した生徒たちからはこんな声が聞かれました。 

＊先生と生徒の距離が縮まったと感じる。＊生徒も学校にかかわっていると感じられるし、自分の学校だという気持

ちが強くなった。＊生徒の意見が尊重されている。＊それまでは学校生活は先生たちが作ると思っていたが、子ども

たちも作れるし、変えられるとわかった。＊自分たちの要望は叶わないものと思っていたが、今は自分たちで考えて

要望を伝えることができる。市の人にも伝わっているのはすごいことだと思った。 

（子ども家庭課 子どもの権利相談員 直通 372-6200） 

 

 ココララムム  

●●特別支援教育の充実を目指して●● 

 「特別支援教育」は、障害のある子どもたち一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、

生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び支援を行うものです。大きく変化した点

は、「障害の程度」等に応じ特別の場で指導を行うという考え方から、「教育的ニーズ」に応じて適切な教

育的支援を行うという考え方に変わったことです。以前の「特殊教育」の障害に、発達障害（ＬＤ・ＡＤ

ＨＤ・高機能自閉症等）が加わりました。 

「特別支援教育」によって、特別支援学級・特別支援学校の子どもたちへの教育だけでなく、通常の学

級で発達障害の可能性のある子どもたちへの教育に支援の範囲が広がりました。 

さて、「特別支援教育」では、子どもたちの困っている状況やつまずいている具体的な課題を把握し、

その原因や背景を考えながら対応することを大切にしています。 

そのために、学校は課題に対して発達検査の結果をもとに手立てを提案したり、実践的な支援方法や技

術を生かせる専門性を高めることが求められます。そして、学校と家庭が協力しながら子どもとのよい関

係（ラポール）を作り、子どもにうまくいかないことがあった時でも「そういうこともあるよね」とゆと

りをもって受け止める心の余裕を持ちたいと考えます。子どもと大人とのよい関係(絆)を作ることを大切

にしながら、子どもたちが自分の力をさらに発揮できるようになればと考えます。 

教育委員会では、公認心理師・臨床心理士によるカウンセリングを行っています（子どもサポートセン

ター ☎ 011-372-3311（内線 4823）毎週水曜日 9時～16時 45分・要予約）。また、スクール

ソーシャルワーカーによる相談等も行っていますので、ご相談ください。子どもの置かれている環境への

働きかけや、保護者、先生方への支援、関係機関等とのネットワークづくりなどを行っています。 

(学校教育課指導主事 石川 372-3311 (内線 4825))  
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